
特別支援学校中学部生徒への
家庭との連携を重視した積極的
登校支援

実践事例紹介



「学校に登校してほしい」

保護者の願い

家では遊んでばかりです。学校に
は行きたがりません。
暴力も時々あります。
このままでは将来が不安です。
どうしたらいいんでしょう。



「6時間目まで学校で過ごさせたい」

教員の願い

時間は短いですが、学校には登校
できるようになってきました。
6時間目まで過ごせるようにするには、
どうしたらいいんでしょう。



• 特別支援学校中学部の１年生男子

• 小学校４年の途中から交流学級の友達とのトラブル
があり、不登校気味になっていった。

• 9歳で診断、12歳で手帳を取得

• 小学校３年生出席日数：１９４日 欠席は６日

• 小学校４年生出席日数：１０１日 欠席は９６日

• 小学校５年生出席日数：３１日 欠席は１７２日

• 小学校６年生出席日数：２１日 欠席は１７７日

• 特別支援学校入学後は、本人の意思を確認しながら
登校を促す取組を進めた。

• 家庭では暴力も出始めた。

生徒の実態



特別支援学校中学部1年生での出席状況

月 授業
日数

欠席
日数

出席
日数

玄関 朝の
会

1時間
目まで

2時間
目まで

3～4時

間目ま
で

6時間

目ま
で

4月 １５ ３ １２ ５ ５ １ ０ １ ０

5月 １８ １ １７ ６ ０ １１ ０ ０ ０

6月 ２２ １ ２１ ６ ０ １２ １ ２ ０

7月 １２ ５ ７ ２ ０ ２ ０ ３ ０

＊６時間目まで学校で過ごせた日数
４月から７月は、０日

＊毎日１時間目ぐらいまでは、
学校で過ごせている。



①生態学的アセスメントを実施し、家庭での実態
把握を行いましょう。そして、
登校を促すために、保護者と学校が
覚悟を持って取り組むよう共通理解しましょう。

②スモールステップで進めましょう
主導権は学校と家庭で進めましょう。

③目標を決めて、自己チェックし、できた時とでき
ていない時の結果にメリハリを付けましょう。でき
た時のみご褒美をゲットするようにしましょう。

指導の方向性



①生態学的アセスメント

母親に一週間
の生活の様子
を記録するよう
に依頼

奥田健次，子どもの認知行動療法入門 初期の登校しぶりへの介入 児童心理 2010年12月号 金子書房



記録から
分かることは
何ですか？



元気に学校に行ける子の天秤の例

学校に行く

家で過ごす

苦手な
B君

一人で
ブロック 静かに

昼ご飯

好きな
テレビ

好きな
工作

みんなで
縄跳び 給食

好きな
○○君

奥田健次，叱りゼロで「自分からやる子」に育てる本 大和書房



学校を休みたがる子の天秤の例

学校に行く
家で過ごす

苦手な
B君

母と外食

好きな
DS

好きな
工作

みんなで
縄跳び

給食

好きな
C君

好きな
テレビ

スマホ
し放題 いつでも

お菓子

父独り
占め

お小
遣い

奥田健次，叱りゼロで「自分からやる子」に育てる本 大和書房



保護者とのケース会議の実施

• 子どもが学校に行くのを嫌がっても、登校を促すため
に，保護者と学校が「覚悟」を共有するケース会議を
実施。

①生態学的アセスメント結果から明らかになった

ことを共通理解する。

②自立（自律）に向けて大切なことを共通理解し、

「覚悟」を持って取り組むことを確認し，実行する。

③具体的な指導方法を共通理解する。

（トークンエコノミーシステム、スモールステップ法等）



本人、保護者、学校関係者で会議を実施

• 全員で一枚岩になる。

• 関係者で共通理解のための会議を実施

• 具体的なルールを共通理解する。

• 家庭と学校で一貫性をもった指導を開始する。

• できた時にご褒美をもらえるシステムに変更



③具体的な指導方法を共通理解する。
スモールステップ（その１） スタンプラリー

夏休み中に家庭で学校生活の練習を行う

・学校を想定して，やるべ
きことを実行していきます。

・最初はゲーム感覚で楽し
んで行う。

奥田健次，行動療法を生かした支援の実際 奥田健次・柘植雅義編 東洋館出版社



③具体的な指導方法を共通理解する。

①１日６時間目まで過ごす
・３時以降，ゲームやインターネットができる。
・１００円ゲット！

欠席，遅刻，早退をしたら
・その日，ゲームやインターネットはできない。
（体調が悪い時以外はできない）

・１００円もらえない。

・ルールは学校で決める。
・主導権は学校や親が持つ。

・実施できた時とできなかっ
た時の結果を明確にする。

スモールステップ（その２） トークンエコノミーシステム
主導権を学校が持ち、行動の結果を明確にする。



１００円スタンプ ３個→ おでかけ券１枚 ゲット！

１００円スタンプ パーフェクト（５日連続で）
おでかけ券 ２枚 ゲット！

♪自分が欲しいものを買ったり，見たりしたいと
きにおでかけ券を使う。
♪家族の用事について行くのはOK。
(ゲームしたり，おもちゃを買ったりしない。）

♪外出時にお菓子を買うときは，自分の貯めた
おこづかいで買う。

・今までは、学校に行っても行かなく
ても、ご褒美が出ていた。

・学校に行ったら、ご褒美が出るシ
ステムに変更する。

③具体的な指導方法を共通理解する。
トークンエコノミーシステム
学校に行ったら、ご褒美が出るシステムにする。



③具体的な指導方法を共通理解する。

９月～ １月～

スモールステップ（その２）
トークンエコノミーシステム（９月から開始）

・用紙の簡易化
（毎週→月毎に変更）
・教員の負担軽減



結果：１年間の出席状況

月 授業
日数

欠席
日数

出席
日数

玄関 朝の
会

1時間目
まで

2時間
目まで

3･4時

間目ま
で

6時間
目まで

4月 １５ ３ １２ ５ ５ １ ０ １ ０

5月 １８ １ １７ ６ ０ １１ ０ ０ ０

6月 ２２ １ ２１ ６ ０ １２ １ ２ ０

7月 １２ ５ ７ ２ ０ ２ ０ ３ ０

9月 １９ ６ １３ ０ ０ ０ ０ ０ １３

10月 １９ ０ １９ ０ ０ ０ ０ ０ １９

11月 ２０ ０ ２０ ０ ０ ０ ０ ０ ２０

12月 １６ ３ １３ ０ ０ ０ ０ ０ １３

1月 １６ ０ １６ ０ ０ ０ ０ ０ １６

2月 １７ ０ １７ ０ ０ ０ ０ ０ １７

3月 １７ ０ １７ ０ ０ ０ ０ ０ １７

＊６時間目まで学校で過ごせた日数
９月以降は、ほぼ毎日６時間目まで学校で過ごせた。



結果：月あたりの出席率
（6時間目まで出席できた日／月毎の授業日数）

（％）

完全登校！

１２月は登校を嫌がる日が3日続いたが、家庭と学校が連携しすぐ

に登校できるようになった。本生徒は、家より学校の方が楽しいと
言って、登校できた。中学部2年生も毎日登校できている。
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ここが成功のポイント

○家庭と学校が子どもの自立に向けて、覚
悟を持って連携でき、常に危機感を持って、
即対応できた。

○トークンエコノミーシステムを導入して，達
成したらご褒美をゲット、達成しなかったら
ご褒美をもらえないようにして、結果にメリ
ハリを付けた。

○家庭よりも学校が楽しい環境を設定する
ことができた。


